
学校力向上を図る組織的な取組

～確実な取組と次に引き継ぐために～

江差町立南が丘小学校

学 級 数 ９

（校長 吉川 聖）

Ⅰ はじめに

本校は、平成25年度から、管理職のリーダーシップの下、全教職員が一つのチームとなって、包

括的な学校改善を推進する「学校力向上に関する総合実践事業」実践指定校として、取組を行ってき

ている。取組を継続する中で、教職員の入れ替わりに際し、今までの取組をどう引き継ぐのかが課題

となっている。そこで課題の解決に向け 「教員ハンドブック」の作成と活用に取り組んだ。、

この「教員ハンドブック」が学校力向上を図る組織的な取組の一つの礎となるよう、全教職員で

見直しを行いつつ、本校の大切な財産として活用していく。

Ⅱ 南が丘小学校「教員ハンドブック」

平成28年度、他管内の「学校力向上に関する総合実践事業」実践指定校の実践を参考に「教員ハン

ドブック」を作成した。

１ 南が丘小学校「教員ハンドブック」の目的

冒頭で学校力を次の３点に整理した。

・学校が一体となった組織的な取組が生む教

育力

・個々の教員に過度に依存しないチーム力

・学校の自己改革力

また、全教職員が次の２点を大切にするこ

とを確認している。

・ ｢自分たちが子どもの頃受けたやり方」で

もなく 「私独自のやり方」でもなく 「子、 、

」 、どもに聞いた前の学年のやり方 でもない

「南小のやり方」を知ってもらうこと。

・一人一人の教職員のもっている「知恵」や

「技」を共有し、同じ目標に向かうこと。

この「教員ハンドブック」の考えの下、教

員が共通して教育活動に取り組むことができ

るよう「教師スタンダード」を作成し、児童

には、安全、安心に学校生活を送ることがで

きるよう「子どもスタンダード」を作成して

いる。

【 教員ハンドブック』はじめに」から抜粋】「『



２ 南が丘小学校「教員ハンドブック」の具体

「教員ハンドブック」は 「年度当初作業 「日課、 」、

表にかかわること」等、全教職員が共通して取り組む

11の項目について整理している。その中から２点につ

いて説明する。

(1) 教員である前に一人の「社会人」として

本校は 「学校力向上に関する総合実践事業」実、

践指定校となってから 「人材育成」を目的に、ほ、

ぼ毎年新採用教員を受け入れている。また、新採用

教員のみならず、全教職員に対して 「社会人」と、

してのマナーを確実に身に付ける必要性を感じてい

、 。るため 次の７項目について共通して取り組んでいる

その１ 「電話応対」 その２ 「来客対応」

その３ 「名刺交換」 その４ 「傾聴」

その５ 「配慮～内側に開かれた同僚性」

その６ 「言葉遣い」 その７ 「身だしなみ」

(2) テスト・ドリル・ノートの採択及び朝学習等の取組

「教員ハンドブック」の取組を始めた平成28年度から、発達の段階に

応じて、全校で統一した「ドリル・ノート」を使用している。

、 、 、また 朝学習や宿題 授業中の確認問題や深化問題で活用する国語科

算数科のプリントについても、全校で統一を図り、系統的な指導ができ

るよう 「教員ハンドブック」に明記している。、

「教員ハンドブック」に記載している朝学習に取り組む第６学年

の様子。全学年において、プリントをファイリングしている。



３ 「教員ハンドブック」の定期的な改善

(1) 「教員ハンドブック」担当教員を中心とした働き掛け

教職員から「教員ハンドブック」への改善等の要望

が出された場合は、担当教員から見直しに向けたアン

ケートが出され、分析結果を基に、全体協議を行い、

改善を行っている。

(2) 各指導部を中心とした働き掛け

本校では、生活指導等に関する業務を担当する「社会性向上部 、学習指導に関する業務を担」

当する「学習力向上部 、保健・体育指導に関する業務を担当する「体力向上部」として３つの」

「指導部」を置き、指導部においても積極的に「教員ハンドブック」を活用し業務を進めると

ともに、改善充実を図っている。

また、小中一貫に関わる協議会等で、他の小学校や中学校から出された意見等を参考に、小学

校高学年から中学校へ進学した際に、一貫したノート指導等が行われるよう、積極的に意見交換

を行うなど中１ギャップの解消にも取り組んでいる。

４ 児童・保護者との情報共有

(1) 「よくわかる！南が丘小学校」の取組

アンケートに対する教職員からの回答

教科 会社名
１字ずつ練習するページと練習問題国語 ○○社
で分かれていて練習問題が充実してドリル
いる。付属のCDも教材として魅力的
なものが多い。
A4で書き込みやすい。導入から練習算数 ○○社
問題がステップで分かれていて段階ドリル
的に学ぶことができる。

。国語 ○○社 縦書きの際に大きな字で書きやすい
ノート

問題量、難易度を考えて比較して考各教科 ○○社
えた。付属のCDもよかった。テスト
教科書との関連、１時間で使用する書写 ○○社
量がちょうどよく使いやすかった。ノート



「教員ハンドブック」を基に家庭・地域に本校の取組を分かりやすく伝えるため 「よくわか、

る！南が丘小学校」を作成し、全家庭に配付している。この「よくわかる！南が丘小学校」は、

本校の学校生活を「生活 「学習 「その他」の３項目に分け、小学校の様子が一目で分かる」、 」、

ように工夫している 「教員ハンドブック」の改善に合わせて 「よくわかる！南が丘小学校」。 、

もその都度見直しを図っている。

(2) 「学校だより」を通しての情報共有

毎月の学校だよりと併せて「 学校力向『

上に関する総合実践事業』コーナー」を

作成し、家庭・地域に配付し、全校で取

組を進めている実践等について、情報の

共有を図っている。

(3) 南が丘小学校Webページを通しての情報

提供

情報共有の場として、日常の教育活動

をWebページに掲載し、全教職員が「教員

ハンドブック」等を確認しながら、同じ

方向性で取り組む様子を積極的に発信し

ている。

Ⅲ 成果と課題

本校の課題である「教職員の入れ替わりに際

し、今までの取組をどう引き継ぐのか」の解決

に向け、作成・活用している「教員ハンドブッ

ク」に係る成果（○）と課題（●）は次のとお

りである。

○ 学校評価における外部評価の「保護者アン

ケート」における質問項目「学校は、教職員

のチームワークがよく、全校的に共通した取組を行っている」の回答結果の経年比較を見ると、肯

定的評価「はい・まあまあ」と回答する保護者が平成30年度と令和元年度で100％となった。その

ため、平成28年度からの「教員ハンドブック」作成が効果的であったと考える。

○ 初任段階の教職員や４月に本校に異動してきた教職員が、不安なく業務に当たることができてい

る(該当者への聞き取り)ことから、効果的であったと考える。

○ 児童が進級し、担任が替わっても、全校的に共通した取組を行っていることにより、戸惑いが少

なく学校生活を送れていることから効果的であったと考える。

● 今後、若手教職員が増加することが予想されることから、より本校の実態に即した「教員ハンド

ブック」に改訂していくために、各種調査等に基づく児童の実態把握や、教育の動向の把握等に取

り組んでいく必要がある。
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学校は、教職員のチームワークがよく、全校的に共通し
た取組を行っている
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